
（
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
）
 

▲豊田1丁目のコスモスアベニュー 

清
水
　
登
志
子
 

（
日
本
共
産
党
日
野
市
議
団
）
 

日
野
市
は
、
増
税
・
負

担
増
の
大
波
か
ら
高
齢

者
を
守
る
防
波
堤
に
な

れ
 

鈴
木
 
勝
豊
 

（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

（
公
　
明
　
党
）
 

（
無
　
会
　
派
）
 

危
険
予
知
能
力
を
高
め
、

安
全
な
生
活
を
確
保
し

よ
う
 

（1）
交
通
安
全
に
つ
い
て
 

（2）
防
犯
に
つ
い
て
 

市
立
病
院
跡
地
活
用
の

地
域
検
討
会
に
つ
い
て
 

問
　
地
域
検
討
会
の
議
論
を

広
く
市
民
に
知
ら
せ
て
い
く

情
報
公
開
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
企
画
部
長
）
　
市
が
、

議
論
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い

て
出
し
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

谷
　
和
彦
 

（
自
民
ク
ラ
ブ
）
 

成
年
後
見
制
度
及
び
地

域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

に
つ
い
て
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
促
進
に
つ
い
て
 

菅
原
　
直
志
 

（
市
民
ク
ラ
ブ
）
 

学
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も

と
保
護
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
拡
充
の
た
め
に
 

自
死
問
題
へ
の
取
り
組

み
を
問
う
〜
自
殺
対
策

基
本
法
を
受
け
て
 

問
　
警
報
器
に
よ
り
助
か
っ

た
事
例
の
報
告
は
あ
る
か
。

ま
た
、
警
報
器
設
置
に
関
す

る
他
市
の
状
況
は
ど
う
か
。
 

答
（
総
務
部
参
事
）
　
警
報

音
に
よ
り
最
小
の
被
害
で
す

ん
だ
例
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
市
と
も
高
齢
者
・

障
害
者
に
対
す
る
補
助
は
あ

り
ま
す
が
、
一
般
家
庭
に
対

す
る
も
の
は
今
の
と
こ
ろ
あ

り
ま
せ
ん
。
 

問
１
　
市
の
考
え
を
問
う
。
 

答
１
（
総
務
部
長
）
　
法
の

理
念
を
理
解
し
十
分
協
議
を

行
い
ま
す
。
 

問
２
　
ど
の
よ
う
な
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。
 

答
２
（
健
康
福
祉
部
長
）

心
の
健
康
づ
く
り
を
充
実
さ

せ
、
具
体
的
施
策
の
実
現
に

向
け
努
力
し
ま
す
。
 

峯
岸
　
弘
行
 

（
公
　
明
　
党
）
 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
 

問
　
パ
ト
カ
ー
仕
様
の
公
用

車
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
 

答
（
総
務
部
参
事
）
　
市
で

も
来
年
度
か
ら
の
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
 

地
域
の
諸
問
題
に
つ
い

て
 

問
　
百
草
・
落
川
地
域
の
墓

地
開
発
計
画
へ
の
対
応
は
。
 

答
 

墓
地
開
発
は
行
わ
な
い
よ
う

強
力
に
要
請
し
て
い
き
ま
す
。
 

商
工
業
の
活
性
化
に
つ

い
て
 

一　般　質　問 一　般　質　問 

問
　
制
度
の
普
及
や
多
摩
南

部
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
P
 

R
等
の
考
え
は
ど
う
か
。
 

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
　
市

民
向
け
の
制
度
説
明
会
を
昨

年
６
回
実
施
し
、
今
年
度
も

同
様
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
職
員
に
も
研
修
を
実
施
し
、

福
祉
関
係
者
等
を
含
め
制
度

の
普
及
に
努
め
ま
す
。
 

問
　
学
童
ク
ラ
ブ
の
今
後
に

つ
い
て
問
う
。
 

答
（
子
ど
も
部
長
）
　
放
課

後
の
学
童
保
育
は
全
員
入
所

が
原
則
で
す
。
時
間
延
長
は

職
員
の
変
則
勤
務
を
原
則
に

考
え
ま
す
。
ま
た
指
定
管
理

者
制
度
等
で
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
導
入
さ
れ
、
質
の
高
い

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
が
可

能
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
 

問
　
商
工
業
を
活
性
化
さ
せ

る
条
例
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
問
う
。
 

答
 

本
来
的
に
は
商
店
会
が
加
入

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
も

の
と
考
え
ま
す
が
、
他
市
の

状
況
を
調
査
し
、
市
の
実
態

に
合
う
条
例
を
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

大
高
　
哲
史
 

（
日
本
共
産
党
日
野
市
議
団
） 

（
日
本
共
産
党
日
野
市
議
団
） 

万
願
寺
地
域
に
小
学
校

・
中
学
校
の
建
設
を
 

中
野
　
昭
人
 

こ
れ
以
上
日
野
の
景
観

や
街
並
み
を
こ
わ
さ
な

い
た
め
に
！
 

立
場
の
違
い
を
越
え
て

自
治
体
・
地
域
か
ら
 

「
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
」

の
声
を
上
げ
よ
う
 

問
　
小
学
校
・
中
学
校
の
建

設
を
市
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
 

答
（
教
育
部
長
）
　
市
内
に

は
、
小
・
中
学
校
が
26
校
あ

り
、
ど
の
地
域
か
ら
も
通
学

可
能
な
距
離
範
囲
の
中
に
配

置
し
て
い
ま
す
。
 

問
１
　
サ
ー
ビ
ス
残
業
に
つ

い
て
の
認
識
、
見
解
を
問
う
。
 

答
１
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

国
や
東
京
都
と
連
携
し
、
市

内
事
業
所
に
対
し
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
防
止
の
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
 

問
２
　
ポ
ケ
ッ
ト
労
働
法
の

市
独
自
印
刷
、
配
布
、
設
置

な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。
 

答
２
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

今
後
、
要
望
等
の
状
況
を
把

握
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
 

古
賀
　
壮
志
 

（
自
民
ク
ラ
ブ
）
 

日
野
市
も
率
先
し
て
公

会
計
制
度
の
改
革
を
 

問
　
憲
法
を
変
え
る
動
き
に

対
し
、
平
和
や
憲
法
に
関
す

る
決
意
、
信
念
を
積
極
的
に

発
信
す
る
と
き
で
は
な
い
か
。
 

答
（
市
長
）
　
多
く
の
国
民

が
こ
れ
で
行
く
ん
だ
と
い
う

形
が
で
き
た
と
き
に
初
め
て

改
正
の
手
続
き
を
す
る
べ
き

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
 

収
入
役
の
廃
止
を
機
に

一
層
効
率
的
な
公
金
管

理
を
 

問
　
収
入
役
廃
止
後
の
会
計

管
理
者
権
限
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
（
企
画
部
長
）
　
会
計
事

務
に
関
し
て
独
立
の
権
限
を

有
す
る
一
般
職
の
職
員
と
し

て
、
適
正
な
会
計
事
務
の
執

行
を
確
保
す
る
と
い
う
役
割

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

雇
用
・
就
労
支
援
の
さ

ら
な
る
充
実
を
 

問
１
　
商
業
地
域
へ
の
特
別

用
途
地
区
の
導
入
は
有
効
な

政
策
で
は
な
い
か
。
 

答
１
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
２
　
景
観
に
関
す
る
今
後

の
展
開
を
ま
ち
づ
く
り
条
例

に
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か
。
 

答
２
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
１
　
複
式
簿
記
に
基
づ
く

財
務
諸
表
を
作
成
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
得
ら
れ
る
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
１
（
企
画
部
長
）
　
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
正
確
な

コ
ス
ト
が
把
握
で
き
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

問
２
　
新
会
計
制
度
の
導
入

に
つ
い
て
問
う
。
 

答
２
（
企
画
部
長
）
　
今
後
、

国
、
都
の
動
向
に
注
目
し
な

が
ら
調
査
研
究
し
て
い
き
ま

す
。
 

馬
場
　
賢
司
 

妊
産
婦
、
乳
幼
児
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

！
―
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー

ク
（
注
１
）
の
活
用
、

小
児
医
療
の
充
実
等
に

つ
い
て
問
う
 

森
田
　
美
津
雄
 

団
塊
の
世
代
〜
「
２
０

０
７
年
問
題
」
に
対
す

る
行
政
課
題
へ
の
積
極

的
な
取
組
み
を
！
 

「
が
ん
対
策
」
の
推
進

を
！
 

問
　
が
ん
よ
ろ
ず
相
談
窓
口

の
開
設
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
（
病
院
事
務
長
）
　
今
後

の
検
討
課
題
と
考
え
て
い
ま

す
。
 

馬
場
　
繁
夫
 

（
公
　
明
　
党
）
 

複
式
簿
記
と
発
生
主
義

会
計
の
導
入
を
 

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
）
 

こ
の
地
域
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
・
安
心
な
道
づ
く
り
整

備
計
画
に
基
づ
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
実
施
計
画
を
作
成

す
る
考
え
で
す
。
 

答
（
市
長
）
　
ク
リ
ア
す
べ

き
問
題
点
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
大
変
重
要
な
課
題
で

あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く
導

入
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
重

ね
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

健
康
増
進
の
た
め
音
楽

療
法
の
促
進
を
 

平
山
６
丁
目
地
域
の
道

路
拡
幅
整
備
促
進
を
 

問
１
　
要
介
護
高
齢
者
へ
の

障
害
者
控
除
適
用
を
寝
た
き

り
高
齢
者
以
外
に
も
認
め
、

認
定
証
が
発
行
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
 

答
１
 

申
請
ま
で
の
事
務
に
つ
い
て

は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

問
２
　
市
長
の
見
解
を
問
う
。
 

答
２
（
市
長
）
　
で
き
る
だ

け
支
え
の
必
要
な
方
に
は
し

っ
か
り
対
応
す
る
、
そ
う
い

う
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

問
１
　
市
の
交
通
安
全
対
策
は
。 

答
１
 

道
路
探
検
隊
や
通
学
路
点
検

に
よ
る
危
険
箇
所
の
察
知
を

ハ
ー
ド
面
の
整
備
に
活
用
す

る
な
ど
、
日
野
警
察
と
綿
密

な
連
携
を
図
り
、
交
通
安
全

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
運
転
免
許
証

に
つ
い
て
は
、
モ
デ
ル
校
で

12
月
の
実
施
を
め
ど
に
準
備

し
て
い
ま
す
。
 

問
２
「
防
犯
ニ
ュ
ー
ス
」
の

市
と
し
て
の
活
用
方
法
は
。
 

答
２
（
市
長
）
　
防
犯
に
つ

い
て
は
、
市
民
も
各
機
関
も

連
携
を
取
り
合
い
、
同
じ
認

識
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
危
険
予
知
能

力
を
高
め
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
市
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
努
力

し
、
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

問
１
　
妊
娠
ご
と
に
支
給
す

る
妊
娠
手
当
制
度
の
実
現
に

つ
い
て
問
う
。
 

答
１
（
子
ど
も
部
長
）
　
出

産
件
数
の
状
況
等
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
検
討
し
、
見
き

わ
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

問
２
　
市
立
病
院
小
児
科
の

夜
間
救
急
体
制
の
現
状
は
。
 

答
２
（
病
院
事
務
長
）
　
土

曜
日
に
全
夜
間
当
直
、
水
曜

日
と
金
曜
日
に
平
日
準
夜
子

ど
も
応
急
診
療
所
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

問
１
　
日
野
市
の
実
態
と
課

題
に
つ
い
て
問
う
。
 

答
１
（
企
画
部
長
）
　
市
の

団
塊
世
代
は
約
１
万
３
千
人

で
、
課
題
は
専
門
的
な
知
識

や
技
術
等
を
活
か
し
て
地
域

で
活
動
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

問
２
　
影
響
を
受
け
る
と
思

わ
れ
る
行
政
課
題
に
つ
い
て

問
う
。
 

答
２
（
企
画
部
長
）
　
行
政

課
題
に
つ
い
て
は
、
団
塊
世

代
活
用
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
吸
い
上
げ
て
行
き
ま
す
。
 

問
３
　
日
野
市
と
し
て
の
今

後
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
３
（
市
長
）
　
柔
軟
な
対

応
と
広
い
視
野
を
持
っ
て
高

齢
の
方
々
の
力
を
活
用
し
て

社
会
全
体
や
行
政
を
動
か
し

て
い
き
、
行
政
が
良
く
な
っ

た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
 

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
　
介

護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
予

防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
の
転
換

を
受
け
、
こ
れ
か
ら
来
る
で

あ
ろ
う
団
塊
の
世
代
を
中
心

と
し
た
介
護
予
防
策
の
中
に
、

音
楽
療
法
の
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
 

（
健
康
福
祉
部
長
）
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